












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５９）勝俣鎮夫「死骸敵対」（網野善彦 石井進 笠松宏至 勝俣鎮夫『中世の罪と罰』
《東京大学出版会，１９８３年》所収）４３～５９頁。
６０）差別戒名など死後の世界における被差別民への差別に関しても，諸先学の努力に
より解明されてきたが，とりあえず，安達五男「墓標に刻まれた使者の系図 ─丹波・
但馬の墓石調査から─」（同氏『被差別部落の史的研究』《明石書店，１９８０年》），小林
茂編『人権の歩み』（山川出版社，１９８４年），小林大二『差別戒名の歴史』（雄山閣出
版，１９８７年），門馬幸夫「仏教と部落の歴史－差別戒名をめぐって」（『日本の宗教と
部落差別』《新教出版社，１９８７年》）その他。
６１）神武天皇陵に面した被差別部落の強制移転と，それに伴う墓地の発掘・移転，遺
骨の掘り起こしに関しては，辻本正教「『天皇（制）』による洞部落強制移転の実相
歴史編」（『奈良部落解放研究』第２号，１９８０年），同氏「『天皇（制）』による洞部落
強制移転の実相 移転編!・"」（同誌第５号，１９８３年，同誌第６号，１９８８年）。最近
の一般書では，野中広務 辛淑玉『差別と日本人』＜角川oneテ─マ＞（角川書
店，２００９年）１２５～１２６頁。
６２）金子みすゞの墓に関しては，矢崎節夫『童謡詩人 金子みすゞの生涯』（JULA
出版局，１９９３年）３４４～３４５頁，今野勉『金子みすゞ ふたたび』（小学館，２００７年）
６～２５頁。今野氏は，筆者と異なる注目すべき見解を述べている。参照されたい。
６３）植木哲也『学問の暴力 アイヌ墓地はなぜあばかれたか』（春風社，２００８年）。
いんじょう じ
６４）京都の引接寺（上京区千本通蘆山寺上ル閻魔前町），通称千本えんま堂に普賢象
桜と呼ばれる桜がある。その昔，所司代がこの桜を獄舎の囚人に見せ，仏心を起こ
させた，と伝承されている。過去，日本の為政者のなかには，囚人に桜を見せる一
面を持ち合わせた人物もいた。ただ，この獄舎の花見についての精神や真意に関し
ては，なお検討する必要があろう。
６５）例えば，中国などに見られる壮絶な遺体への陵辱や墓を暴く諸行為と対比して，
日本は死者に優しい文化だと強調されることがある。中国については，樋泉克夫『「死
体」が語る中国文化』＜新潮選書＞（新潮社，２００８年）。
６６）前注（５０）掲，三浦著１３３８頁，大木雅夫『日本人の法観念 西洋的法観念との比較』
（東京大学出版会，１９８３年）１７８～１８８頁。
６７）前注（３６）掲『部落の歴史 西日本篇』１２４～１２７，１７０～１７７各頁。長州藩（萩藩）
における「脱賤民化」に関しては，田中彰「長州藩部落解放史覚書 ─幕末期を中心
として─」（『部落』第６９号，１９５５年，のち部落問題研究所『部落問題セミナー"部落
桃山学院大学人間科学 No. 38
－２１４－
史』《汐文社，１９６４年》所収），河村芳信「同和教育と部落史研究」（『山口県地方史研
究』第２８号，１９７２年）４９～５８頁，前注（１５）掲，奈良本論文１３頁，西田彦一「萩藩の
被差別部落について」（西村睦男編『萩領の歴史地理 ─萩藩─』《大明堂，１９６８年》）
１３０～１５７頁。
６８）前注（１７）掲，布引著１４６～１５０頁。
６９）北川健「最近の長州藩部落史研究に関する二三の問題点」（『山口県地方史研究』
第３５号，１９７６年）５８～６０頁。
７０）小林丈広「士族になった部落民」（部落解放・人権研究所編『続部落史の再発見』
《解放出版社，１９９９年》）２１０～２１６頁。
７１）前注（６９）掲，北川論文６０頁。西木浩一「近世『賤民』身分の女性をめぐって」
（総合女性史研究会編『日本女性史論集１女性史の視座』《吉川弘文館，１９９７年》，『歴
史評論』４７９，１９９０年原載）２３５～２５１頁。その他，岸本覚「近世『敵討』と吉田松陰」
（衣笠安喜編『近世思想史研究の現在』《思文閣出版，１９９５年》）。
幕末における被差別民の敵討ち
－２１５－
